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第1章　 緒 言

1937年Heilmyer u Ploetner等の血 清鉄

に関する研究は鉄代謝の研究上大きな貢献を

もたらし,鉤 虫症の鉄代謝 も先ずこの移動鉄

としての血清鉄の面より研究が進められ既に

数多 くの研究発表に依り,現 在では鉄欠乏性

の小赤血球性,低 色素性貧血である事が明か

となつている.特 に福島等は本症患者に於て

還元鉄投与試験及び駆虫を行い,そ の場合の

血清鉄の変動よりして鉄欠乏は鉄の吸收,動

員障碍と出血い依るものであ り,こ れを貧血

の主因としている.又 中尾は本症患者静脈内

に鉄の負荷試験を行い,鉤 虫症に於ては他の

鉄欠乏性貧血と異なり静注された鉄が組織内

に取入れられて消失する速度が稲緩慢である

点より,何 か鉤虫寄生に依る生体の異常状態

が鉄代謝に関連を有するのではないかと述べ,

毒素或いは出血が生体の鉄代謝い及ぼす影響

を追求せざる限 り本貧血の本態ば不明なりと

述べている,こ の点教室米谷は鉤虫犬を用

い,中 塚は鉤虫症血清を家兎に注射して各々

血清鉄量,臓 器鉄量の定量を行い血清 鉄量

の減 少,臓 器鉄 量の増加 を認 め,本 症血

清鉄量減少 は鉄 の吸收障碍 或 いは失血に

よる鉄 の体外損 失に よるのみで はな く,

鉤虫性毒素に依 り血清鉄は網内系に抑留貯臓

され,そ の動員が阻止される為血清鉄量の減

少を来たし,又 同時に骨髄い於ける血色素合

成への鉄の利用も障碍される事を明らかにし

ている.か くの如 く本症鉄代謝の研究はめざ

ましい進歩をとげている.而 してその鉄代謝

と最も関係の深いと思われる銅代謝に関して

は1832年Sarzeuが 始めて生物界に存す

る微量銅の定量を行つて以来各種貧血疾患に
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就いて検索されているが未だ鉄程明らかでな

く,そ の生理,病 理に関しても今 日尚不明な

点 が多いが造 血に必須 であ る事はすでに

Hart, Steenbock, Elvehjem u. Waddel等 に

より鼠を牛乳だけで飼育すると貧血が起 り,

その貧血は鉄単独投与では恢復しなかつたが,

少量の銅を牛乳に添加すると,速 やかに治癒

した,と 報告されて以来明かな事で微量の銅

が血色素形成の際に触媒 として働 くばか りで

な く,呼 吸酵素チ トクローム生成の際にも触

媒 として働 くとも云われる.こ れらの銅は消

化管から吸收 されるか,或 は貯臓器から動員

されて血液中に移行すると血清蛋白と結合し

て,流 血中を循環 して必要とする臓器組織に

輪送せられ補給 される.従 つて血清銅の消長,

変化は即ち銅代謝を鋭敏に現わす ものである.

さて鉤虫症の銅代謝に関しては福島が患者

血清銅量を測定しその著明な減少を報告 し,

銅欠乏性貧血に属すると述べ,西 田は本症患

者血清銅量は正常値或いはそれ以上の値を示

した と報告し,河 田は高度貧血を塁した数例

をのぞき何れも正常値範囲にあり鉤虫症は銅

欠乏性貧血でないと述べている.欺 くの如 く

本症銅代謝に関して相反する説あ りて遽に何

れが真なりと推定を下す事が困難な現状であ

る.ま して血清鉄,銅 及び臓器銅の各々の関

連については何等報告に接し得ない.私 達ば

か ゝる金属の生体内に於ける意義の一端を窺

わんとも血清鉄,血 清銅及び臓器銅の定量を

合せて施行 したので茲に報告する.

第2章　 実験材料並びに実験方法

1)使 用動物;イ)生 後1ケ 月内外の3～

7kgの 腸内寄生の無き健康 犬.ロ) 2kg内

外の自色健康雄性家兎.

2)鉤 虫感染方法;犬 鉤虫 含卵便を28℃

で瓦培養 し,栄養顆 粒に富む完熟仔虫約1500

双宛を健康犬に経皮的並びに経口的に夫々同

時に感染せ しめる.

3)鉤 虫症血清注射;著 明な貧血を呈した

鉤虫犬血清を無 菌的に分離し家兎静豚内に注

射した.

4)血 清鉄測定法: G. Barkanの 法に従い

O-Phenanthrolinに 依る.

5)血 清 銅 測 定 法; Cartwright-Wintrobe

氏 法 に 依 る.

6)臓 器 銅 測 定 法; Cartwright-Wintrobe

氏 湿性 灰化法 に依 る.

7)鉤 虫 症 患 者 駆 虫法;「 テ トレン」「硫

苦」を用い2～3日 間隔で数 回駆 虫を行つ た.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 実験的鉤虫犬の血液像,血

清鉄並びに血清銅量の変動

(第1図,第2図)

第1図　 鉤 虫犬血液像変動曲線

(平 均)

第2図　 鉤虫犬血清鉄.銅 量の変動

曲線(平 均)

第1図 に示す如 く仔虫感染後5日 目頃より

血色素量,赤 血球数,血 球ヘマ トクリット値

は例外なく概して平行的に減少 し,感 染25日

目後には感染前に比して平均赤血球数41.8%,

血色素量38.3%,血 球ヘマ トクリット値35.1

%の 減少を来たした.血 清鉄量は第2図 に示
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す如 く感染10日 目頃迄急 激に減少 し,そ の後

僅かなが ら次第 に減 少 し,感 染25日 目には

73.3%と 高 度な鉄欠乏を惹起した.血 清銅量

は感染後軽度 増加を示すもの,或 いは軽度減

少を示すものありて一定の傾向は見られない

が以後次第に減少し,感染25日目には65.8%

の減少を惹起した.鉄/銅 は感染後急激に低

下し10日目に最低値を示した.

第2節　 実験的鉤虫犬の臓器銅量

(第3図)

第3図　 鉤虫犬臓器銅量

鉤虫感染1ケ 月後に著明な貧血を呈した犬

の肝,脾,骨 髄,腎,腸 の諸臓器含銅量を定

量した.

対照群には鉤虫感染なき健康犬を同様に操

作した.第3図 に示す如 く鉤虫犬群に於ては

対照の健康犬群に比して総体的に増量を認め

殊に肝,脾 に於ては著明な増加を認めた.

第3節　 鉤虫症血清注射に依 る家兎

血清鉄,銅 量の変動(第4

図)

第4図　 家兎血清鉄.銅 量変動曲線(平 均)

貧血著明な鉤虫犬血清を家兎にProkg 2cc

宛連続7日 間静注し日を逐つて血液像,血 清

鉄量並びに血清銅量を同時に測定した.注 射

開始後4日 目には赤血球数,血 色素量並びに

血清鉄量は例外な く高度減少を認めるも,血

清銅量は僅かながらも増加する例もあ り著明

な変動は見られなかつた.注射完了翌 日,即ち

8日 目には赤血球数29.9%,血 色素量27.4%,

血清鉄58.9%と 高度減少を認め,血 清銅量

は20.4%と 僅かに減少を認めるに過ぎなかつ

た.鉄/銅 は貧血の進むにつれて次第に低下

した.対 照例には健康犬血清を同様に操作し

たがかかる変動は見られなかつた.

第4節　 鉤虫症血清注射に依る家兎

臓器銅量(第5図)

第5図　 家兎臓器銅量各平均値(γ/gm)

貧血著明な鉤虫犬血清を家 兎静脈へProkg

 2cc宛7日 間連続注 射を行 い,著 明な貧血

を呈した家兎の肝,脾,骨 髄,腎 について含

銅量を測定した.対 照群には同一条件で飼育

した健康家兎を使用した.

鉤虫犬血清注射家兎群は対照の健康家兎群

に比して鉤虫犬 と同様に総体的に増量を認め,

殊に脾次いで肝に増加を認めた.

第5節　 鉤虫症患者の血清鉄並びに

血清銅量(第6図)

第 6図　 鉤虫症患者の鉄並びに銅量(平 均)
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本症患者を貧血高度群(赤 血球数350万 以

下)と 貧血軽度群(赤 血球数350万 以上)に

別けて比較するに,鉄 減少は貧血の程度 とは

必ずしも平行せず貧血軽度でも血清鉄量の著

減を見る例 もあるが,総 体的に貧旗軽度群よ

り貧血高度群に於いて著明な血清鉄量の減少

を認める.又 血清銅量は貧血高度群に於いて

は減少を認めるも,貧 血軽度群に於いては健

康人に比して著変を認めない.鉄/銅 は貧血

が高度になる程低下の傾向を示した.

第6節　 鉤虫駆虫による血清鉄,血

清銅量の変動(第7図)

第7図　 駆虫前後の患者血清鉄,銅 量の変動

(平均)

高度貧血を呈した本症患者の駆虫前後を比

較するに,駆 虫に依 り血清鉄量は正常値恢復

を示さぬまでも急激な上昇を現わし,血 清銅

量 も又低値 よ り正常値 に恢 復を示した.

鉄/銅 は上昇を認めた.

第7節　 鉄,銅 代謝面よりみた鉤虫

症 と各種貧血龍(第8図)

高度貧血を呈した鉤虫症25例 を第8図 の如

く他の各種貧血疾患 と比較す るに,本 症にの

第8図　 各種貧血の血清鉄並びに銅量

み血清銅量の減少を認め,鉄/銅 は他の鉄欠

乏注貧血 と同様低下 した.

第4章　 総 括

以上鉤虫症の鉄代謝並びに銅代謝面より実

験的に或いは臨床的に観察を行つた結果を総

括するに,本 症に於ては貧血が進行するにつ

れて血清鉄量が減少するのみならず他の鉄欠

乏性貧血 と異り血清銅量の減少をも来たす も

ので,鉄/銅 は低下する.駆 虫により貧血恢

復に向 う場合,貧 血の恢復に先んじて血清鉄

量 と共に血清銅量 も上昇 し 鉄/銅 も漸次正

常に恢復するものである.鉤 虫犬の諸臓器銅

量並びに鉤虫犬血清を家兎に静注した場合の

諸臓器,特 に肝,脾 の銅量は著明な増加を認

める.
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The authors studied the iron and copper metabolisms in dogs and patients with hookworm 
anemia, and obtained the following results.

1) In hookworm anemia, serum iron was low in a parallel correlation with the severity 

of anemia as other iron deficiency anemias. Hookworm anemia, however, was different from 
other iron deficiency anemias in that it was accompanied by the reduction of serum copper 
in severe cases. Thus, Fe/Cu was also lower.

2) In the treatment of hookworm with vermicide, serum iron and copper together with 
Fe/Cu were restored first and afterwards followed the recovery of anemia.

3) The amount of tissue copper of animals increased in the cases of dog with hookworm 
anemia and in the cases of rabbit being intravenously injected with serum of dog with 
hookworm anemia. The increase was obvious in the liver and spleen.


